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本や維誌を読む時に, 巻頭言 ( 序)から読み始める人
と, それを飛ばし て興味の あると こ ろ だけを拾 い読みす
る人が い ます. 前者が私が これか ら書こうと して い る文
章を読む ことになるわけです･ こ れ に限らず, 物事はよ
く両極で 対比されます. ア ナ ロ グ とデジタ ル もそ の例で ,
本来は技術用語で すが , 発想法と して 象徴的に村比され
る ことがあります. 上 の 例で は , 前者が ア ナ ロ グ人間で ,
後者が デジ タ ル 人間と い うと こ ろ で し ょうか ･ 医学は ,一
どちらかと い えば ア ナ ロ グ的発想の世界で はな い で しょ
うか . 例えば病国論 にお い て , 遺伝素因と環境素因が連
続相補的に増加 ･ 減少する概念など良 い例 で し ょう･ こ
れ に対して , コ ン ピ ュ ー タ は完全に デジタ ル世界で あり ,
長年医学に慣れ親しんで きた私達にと っ て は別世界で ,
で きれ ば踏み 込みたくな い と いう の が多くの 人 の 本音で
はな い で し ょうか . しか しながら , C T や MRI など コ ン
ピ ュ ー タを駆使した診断機器によ っ て もたらされた革命
的な臨床医学の 進歩は, 誰もが認めると こ ろ で し ょう ･
医学を学ぶ ひと つ の 方法とし て , 偉大な医学者の 歴史を
紐解くことがあります. そ こ で , 最近の デ ジタ ル情報革
命を理解する ひと つ の 方策と して , コ ン ピ ュ
ー タ の概念
や技術進歩に大き な足跡を残した人 々 の 発想を理解し ,
こ れ を将来医学の 進歩に つ なげ て ゆく試み も無駄で はな
い よう に思 い ます.
新 し い 情報テ ク ノ ロ ジ ー が 生まれ て t 社会の日常生活
の 変革を起 こすまで には大体3 0年ほ どかかる と言われ
て い ます . 例えば , 電話は1 8 70年代に発明され , 社会
に変革をも たら した の は2 0世紀に 入 っ て か ら で した ･
また , 19 2 0年代半ばに発明さ れた テ レ ビ が-
･ 般 に普及
した の は 19 5 0年 ～ 60年で した . 両方とも私達の 口常生
活を大きく変革させ た情報伝達機器で す. コ ン ピ ュ
ー タ
の 心臓部の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ が発明された の は1 97 1
年ですから , 現在私たちは コ ン ピ ュ
ー タが 日常生活に変
革を起こそうと して い るま っ た だ中に い る こ と に なるわ
けで す. ス イ ッ チ を入れるだけの テ レ ビや , ダイヤ ルす
ればすぐに話が できる電話と追 っ て , コ ン ピ ュ
ー タ は キ
ー ボ ー ドで操作するや っ か い なも の です. しかもワ
ー プ
ロ か ら始ま っ て , デ ー タ ベ ー ス , 表計算 , グ ラ フ ィ ッ ク ,
最近 で は電子メ ー ル な どイ ンタ ー ネ ッ トの新し い 技術が
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どんどん開発されて , ち ょ っ と油断すれば最新技術から
取り残され て しまい ます. 最近の コ ン ピ ュ
ー タ は各種情
報を蓄積 ･ 処理するばかりで なく, テ レ ビや電話とは違
っ た高度の情報伝達機能を持 っ て い ます. 人間が どの よ
うに コ ン ピ ュ ー タ を使 っ たら , 日常生活(特に知的活動)
を潤 い のある ( 高品質)もの に できるか と い う議論は ,
パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 開発当初から活発に議論され
て きました . とりわけ, 197 0年代にゼ ロ ッ ク ス 社の バ
ロ ア ル ト研究所で は, D N A二 重らせ ん を発見した当時
の ワ ト ソ ン ヤクリ ッ ク の よう な若 い コ ン ピ ュ ー タ 科学者
が , 現在の コ ン ピ ュ ー タ で 使われ て い るほとん どの基本
的なアイ デ ア ･ 技術を研究開発してきま した･ パ
ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ の 概念や本来ある べ き姿 (ユ
ー ザ イ ンタ
ー フ ェ ー ス) を提唱した ア ラ ン ･ ケイ , 現在爆発的に発
展して い るイ ン タ ー ネ ッ ト で コ ン ピ ュ
ー タ 同士を つ な い
で 利用すると い う アイ デ ア を実現 した ボブ
･ メ ト カ ~
フ , コ ン ピ ュ ー タ は高度な知識をも つ
一 部の 研究者では
なく, 多く の 一 般人 に使われ て そ の真価が発揮される こ
とを予想し, キ ー ボ ー ドに代わる入力装置 (マ ウ ス) を
思 い つ い た ダグ ･ エ ン ゲ ル バ ー ト な どの 天才的プ ロ グラ
マ ー が 活躍しました. こ れ らの ア イデ ア や才支術は, 現在
私たちが使 っ て い る パ ソ コ ン にそ のまま取り入れられて
おり , 2 0年以上前に現在の 状況を予測した彼等のすば
らし い 発想は驚嘆す べ きも の があります ･
テ レ ビ番組から得る情報, 電話に よる情報交換の内容
が重要なように , こ れ から私達が コ ン ピ ュ
ー タ で どの よ
う な医学情報を扱うかが塵要な課題で はな い で し ょ う
か . 医学の目的は生命現象を研究 ･ 解明し, それを医療
で 実践する こと により ′巨命を引き延ばす こ と に ありま
す . 医学に おける コ ン ピ ュ ー タ 利用 の将来を展望する と,
電子カ ル テ や富山掛L憫 柑におけるイ ン タ
ー ネ ッ ト を駆
使した老人医療支授シ ス テ ム な ど注巨け べ きもの が多く
ぁります. 高度情報化社会となる2 1世紀にむけ て , 医
学研究や医療に従事する 人 々が それぞれ の場にお い て ,
コ ン ピ ュ ー タ を医学研究 ･ 医療の 質の 向上に積極的に利
用するアイデ ア を出し合 い , 実践して ゆく必要があるよ
う に思 います.
